
『ごみから考える、小竹町の未来』『ごみから考える、小竹町の未来』

 町長に就任して 4 年度目を迎え、小竹町の未来へ向けての思いや動きを発信してまいります。 町長に就任して 4 年度目を迎え、小竹町の未来へ向けての思いや動きを発信してまいります。
 感想をお寄せください。ともに小竹の明日を築いてまいりましょう。 感想をお寄せください。ともに小竹の明日を築いてまいりましょう。
 Vol.10 は、『第 2 回 そのごみ、本当に「ごみ」ですか？～食品ロスについて～』（全 4 回）です。 Vol.10 は、『第 2 回 そのごみ、本当に「ごみ」ですか？～食品ロスについて～』（全 4 回）です。

町長コラム町長コラム

 前回は、ごみ処理施設の更新を前に、まず「ごみそのも
のを減らすことを考えてみませんか」とお話ししました。
では、私たちは普段、何をごみとして捨てているのでしょ
うか。家庭から出る燃えるごみの中には、生ごみや紙類な
ど、少し工夫することで減らしたり、資源として活用した
りできるものが含まれています。今回、皆さんと一緒に考
えたいのが「食品ロス」です。食品ロスとは、まだ食べら
れるのに捨てられてしまう食品のことです。買い過ぎて使
い切れなかった食材（中でも多いのは野菜）。食べ切れな
かった料理。賞味期限を過ぎてしまった食品。こうした食
品ロスは、私たちの身近なところで発生しています。
 統計では、1 人当たり 1 日におにぎり１個分ほどの食品
が捨てられているとされています。一人ひとりにとっては
わずかでも、それが町全体、日本全体で積み重なると大き
な量になります。さらに、食品ロスによる経済的な損失は、
1 人当たり 31,094 円という推計があり、3 人家族で考え
ると、年間約 10万円にもなります。ここには、2つの「もっ
たいない」があります。1 つは、まだ食べられるものを捨

ててしまうこと。そしてもう 1 つは、お金を出して買った
ものを、さらに費用をかけて『ごみ』として処理している
ことです。食品ロスを減らすことは、環境のためだけでは
ありません。食費を無駄にしないこと、そして町全体のご
み処理費用を抑えることにもつながります。
①冷蔵庫の中身を確認してから、買い物に行く。
②�買い物メモを持ち、小腹を満たしてから買い物に行く（空
腹時は買い過ぎる）。
③食べきれる、使い切れる量を買う。
④残った料理は翌日の食事に活用する。
 一人ひとりの小さな工夫が積み重なれば大きなごみ減量
につながります。「捨てる前に、これは本当にごみだろう
か？」一度立ち止まって考えてみる。それだけでも、私た
ちのごみは少しずつ変わっていくのではないでしょうか。
ごみを減らすことは、決して無理をして我慢することでは
ありません。普段の暮らしの中で、まずはできることから
始めてみませんか。次回は、毎日の暮らしの中で無理なく
できる「ごみを減らす工夫」について考えてみます。

Town's topicsTown's topics

み ん な の ひ ろ ば あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？
問企画調整課企画係☎ 62－1214

小竹町戦没者追悼式を行いました

 8 月 24 日、小竹町総合福祉センターで小竹町戦没者
追悼式を行いました。先の大戦の記憶を風化させること
なく次の世代へ継承していくために若い世代の代表とし
て、小竹中学校生徒会の 3 人が参列しました。式典では
参列者全員が黙とうを捧

ささ

げ、来賓の方
かた が た

々の追悼のことば
に続き、小竹中学校生徒会長 江川翼さん、副会長 六田
崇次さん、吉田茉弥さんが『平和宣言』を述べました。その
後、参列者は献花を行い、平和への願いを新たにしていま
した。

《平和宣言（一部抜粋）》 私は、平和を守っていくためには、お互いの文化や大切にしていることを尊重することや過去
に起こった出来事を学び、伝えることで、戦争を繰り返さないようにすることが大切だと思います。
 だから、私たちは、今ある日常を当たり前だと思わず、平和の大切さを胸に刻み、学んだことをこれからの行動につな
げて平和な社会を作っていきます。私たちは、過去の記憶を受け継ぎ、平和を願う未来へつなぎます。そして、誰もが、安
心して、笑顔で暮らせる平和な世界を築いていくことを誓います。
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